
合
を
お
こ
な
い
、
戦
没
者
と
物
故
者
の
冥
福
を
祈
り
つ
づ
け
て
い

る
。

ソ
満
国
境
警
備
体
験
記　 

山
梨
県
　
末
木
定
弘
　 

昭
和
十
五
年
一
月
十
日
現
役
兵
と
し
て
東
京
都
世
田
谷
野
砲
兵

東
部
十
三
部
隊
に
入
隊
し
た
。
翌
日
か
ら
注
射
の
毎
日
で
と
き
に

は
二
四
時
間
安
静
の
四
種
混
合
注
射
を
受
け
た
。
一
月
十
八
日
外

地
派
遣
の
た
め
、
品
川
駅
を
出
発（
行
先
不
明
）

。
途
中
、
静
岡
市

の
大
火
の
残
煙
を
車
窓
よ
り
み
る
。

下
関
―
門
司
（
一
泊
）

、
釜
山
―
満
鉄
と
進
み
、
一
月
二
十
三
日

頃
満
州
国
黒
河
省
孫
呉
到
着
。
こ
こ
で
ほ
と
ん
ど
の
同
年
兵
が
下

車
し
た
。
満
州
第
五
一
四
部
隊
本
隊
の
所
在
地
で
あ
っ
た
。

同
年
兵
と
分
か
れ
、
我
々
は
長
い
時
間
列
車
に
缶
づ
め
に
さ

れ
、
さ
ら
に
北
の
黒
河
省
黒
河
駅
で
下
車
し
た
。
夜
半
で
あ
る
。

は
じ
め
て
大
陸
の
き
び
し
い
寒
さ
に
接
し
身
ぶ
る
い
し
た
。

迎
え
の
ト
ラ
ッ
ク
に
便
乗
、
同
国
最
北
端
の
法
別
拉
陣
地
（
■

琿
県
）
に
到
着
し
た
。
一
月
二
十
四
日
未
明
、
一
行
百
五
十
人
ぐ

ら
い
だ
っ
た
と
思
う
、
バ
ラ
ッ
ク
の
よ
う
な
木
造
兵
舎
に
は
い
り

二
、
三
年
兵
に
迎
え
ら
れ
た
。
夜
明
け
と
共
に
あ
た
り
は
一
面
銀

世
界
の
山
岳
地
帯
と
な
っ
た
。
点
々
と
淋
し
く
白
樺
の
木
が
あ

る
。満
州
第
五
百
十
四
部
隊
派
遣
法
別
拉
陣
地
第
二
中
隊
斎
藤
隊
で

あ
っ
た
。

各
班
に
配
属
さ
れ
一
日
は
ゆ
っ
く
り
休
む
こ
と
が
出
来
た
が
、

翌
日
か
ら
は
き
び
し
い
軍
隊
生
活
が
始
ま
っ
た
。
観
測
、
通
信
、

砲
手
、
馭
者
と
配
分
さ
れ
、
小
生
は
通
信
で
あ
っ
た
。

日
な
ら
ず
し
て
二
、
三
年
兵
の
怒
号
が
各
班
で
お
き
た
。
気
が

ゆ
る
ん
で
い
る
と
い
う
ビ
ン
タ
の
私
的
制
裁
で
あ
る
。

二
年
兵
の
戦
友
を
一
人
受
け
持
ち
先
輩
の
す
べ
て
の
面
倒
を
み

た
。
順
番
の
こ
と
で
初
年
兵
の
役
目
で
あ
っ
た
。
枕
等
よ
ご
れ
て

い
る
と
金
魚
の
絵
と
水
が
ほ
し
い
と
赤
い
チ
ョ
ー
ク
で
書
か
れ
、

洗
濯
せ
よ
と
の
意
味
で
あ
っ
た
。
百
メ
ー
ト
ル
も
は
な
れ
た
く
ぼ

地
の
水
の
た
ま
り
で
氷
を
割
っ
て
の
洗
濯
、
そ
と
は
零
下
三
十
度

の
寒
さ
、
耳
も
手
も
ち
ぎ
れ
る
寒
さ
で
あ
っ
た
。

通
信
兵
と
し
て
毎
日
教
育
を
受
け
、
手
旗
信
号
か
ら
観
測
野
砲



間
の
通
信
連
絡
を
想
定
し
て
の
有
線
敷
設
訓
練
、
背
中
に
電
話
線

を
負
っ
て
の
駈
足
で
あ
る
。
体
の
小
さ
い
小
生
、
く
わ
え
て
防
寒

装
備
着
用
の
行
動
に
は
苦
労
し
た
。

午
前
の
教
育
が
終
わ
り
隊
へ
帰
る
と
コ
ー
リ
ャ
ン
飯
の
昼
食
。

食
べ
終
わ
る
ま
も
な
く
午
後
の
集
合
で
あ
る
。
一
日
の
教
育
が
終

わ
り
夕
食
、
点
呼
、
消
灯
だ
が
、
そ
の
間
に
は
戦
友
の
軍
衣
類
の

つ
く
ろ
い
、
ネ
ー
ム
い
れ
、
お
か
げ
で
針
仕
事
も
す
こ
し
は
出
来

る
よ
う
に
な
っ
た
。

不
寝
番
も
ま
わ
っ
て
き
た
。
ペ
ー
チ
カ
に
薪
を
投
入
し
な
が
ら

の
各
班
を
巡
回
す
る
不
寝
番
の
勤
務
は
三
時
間
の
長
い
勤
務
で
あ

る
。厳
し
い
寒
さ
と
た
た
か
い
な
が
ら
初
年
兵
教
育
を
受
け
る
毎
日

で
あ
る
。
ビ
ン
タ
も
数
十
回
は
受
け
た
ろ
う
。
目
か
ら
火
が
出
る
、

そ
ん
な
感
じ
も
あ
っ
た
。

陣
地
は
黒
龍
江
を
は
さ
ん
で
対
岸
は
眼
下
に
広
が
る
ソ
連
領
、

こ
ち
ら
は
山
岳
陣
地
に
壕
を
掘
っ
た
有
利
な
地
形
と
記
憶
し
て
い

る
。や
が
て
十
五
年
も
十
二
月
と
な
り
い
よ
い
よ
来
月（
十
六
年
一

月
）
は
初
年
兵
を
迎
え
る
。
到
着
を
一
日
千
秋
の
思
い
で
待
っ
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
年
も
明
け
た
一
月
何
日
頃
だ
っ
た
か
、
本
隊
で

あ
る
孫
呉
の
五
一
四
部
隊
に
復
帰
と
な
り
、
苦
労
を
共
に
し
た
同

年
兵
を
数
十
人
残
し
、
う
し
ろ
髪
を
引
か
れ
る
思
い
で
陣
地
を

去
っ
た
。

孫
呉
は
四
方
が
低
い
山
の
盆
地
で
第
一
師
団
が
あ
り
、
各
兵
科

が
集
結
す
る
大
部
隊
の
所
在
地
で
あ
る
。
第
一
師
団
長
は
横
山
勇

中
将
、
五
一
四
部
隊
長
は
池
田
金
也
大
佐
、
の
ち
に
熊
川
到
長
大

佐
で
あ
っ
た
。
兵
舎
等
は
法
別
拉
陣
地
の
比
で
は
な
く
広
大
な
敷

地
に
レ
ン
ガ
づ
く
り
の
各
中
隊
兵
舎
、
連
隊
本
部
、
士
官
・
下
士

官
集
会
所
、
炊
事
、
酒
保
に
数
十
棟
の
廐
舎
が
建
っ
て
い
る
。
広

い
盆
地
の
た
め
か
寒
さ
は
陣
地
よ
り
き
び
し
い
。

十
六
年
一
月
末
、
待
望
の
初
年
兵
が
来
た
。
食
事
当
番
も
な
い
、

掃
除
も
な
い
、
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
も
初
年
兵
が
や
っ
て
く
れ

る
、
一
年
間
の
苦
労
も
思
い
出
と
な
り
よ
ろ
こ
び
に
か
わ
っ
た
。

し
か
し
中
隊
に
は
数
百
頭
の
馬
が
い
て
、
朝
夕
の
食
事
前
に
は
馬

の
運
動
、
手
入
れ
、
飼
葉
で
あ
る
。
陣
地
で
は
ほ
と
ん
ど
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
馬
運
動
は
一
頭
は
乗
馬
、
左
右
に

別
の
馬
を
連
れ
て
の
一
人
三
頭
の
運
動
で
あ
る
。
雪
は
降
る
、
吐

く
息
は
白
く
、
ま
つ
毛
は
凍
る
。
人
馬
共
同
様
で
あ
る
。



初
年
兵
の
教
育
も
次
第
に
進
み
十
六
年
七
月
を
迎
え
た
こ
ろ
、

関
連
軍
特
別
演
習
の
も
と
に
予
備
役
召
集
兵
が
入
隊
し
て
き
た
。

初
年
兵
に
注
意
す
る
と
予
備
役
兵
か
ら
、
逆
に
注
意
さ
れ
、
時
に

は
制
裁
を
受
け
た
。
な
ん
と
我
々
は
不
運
な
め
ぐ
り
あ
わ
せ
か
な

げ
い
て
も
致
し
方
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

真
珠
湾
攻
撃
が
あ
り
孫
呉
も
風
雲
急
を
告
げ
、
あ
わ
た
だ
し
い

出
陣
に
そ
な
え
て
の
訓
練
は
、
毎
日
き
び
し
く
つ
づ
い
た
。

昭
和
十
七
年
春
一
月
がお
と
づ
れ
、
三
年
兵
は
去
り
、
再
度
初

年
兵
を
迎
え
た
。
一
月
下
旬
か
ら
二
月
上
旬
に
か
け
て
冬
季
実
弾

大
演
習
が
お
こ
な
わ
れ
、
野
営
を
し
て
五
、
六
日
間
だ
っ
た
。
雪

の
な
か
、
昼
夜
通
し
て
の
行
軍
も
あ
り
疲
労
と
不
眠
で
隊
後
に
落

ち
る
者
、
ひ
ど
い
凍
傷
で
運
ば
れ
る
者
が
続
出
し
て
筆
舌
に
つ
く

し
が
た
い
苦
痛
で
あ
っ
た
。

最
も
寒
さ
の
き
び
し
い
時
期
で
、
お
そ
ら
く
明
け
六
つ（
午
前

六
時
）
前
後
は
零
下
五
十
度
く
ら
い
の
日
も
あ
っ
た
ろ
う
。
今
な

お
忘
れ
が
た
い
苦
し
か
っ
た
思
い
出
が
あ
る
。
南
方
で
は
戦
闘
が

次
第
に
不
利
に
な
っ
て
い
た
。
生
命
の
危
険
こ
そ
な
い
国
境
警
備

で
あ
っ
た
が
、
よ
く
も
雪
と
氷
、
き
び
し
い
寒
さ
、
軍
律
に
た
え

て
ご
奉
公
し
た
と
自
負
し
て
い
る
。

時
は
流
れ
十
八
年
四
月
、
内
地
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
、
同
月
十
四

日
、
原
隊
東
部
十
三
部
隊
に
転
属
、
十
六
日
現
役
満
期
除
隊
し
た
。

鉄
道
連
隊
従
軍
記　 

愛
知
県
　
渡
会
美
尾
次
　 

昭
和
十
六
年
六
月
赤
紙
が
つ
い
に
来
る
。
千
葉
県
津
田
沼
町
鉄

道
第
二
連
隊
へ
入
隊
。
こ
の
年
は
雨
が
多
く
、
今
生
の
分
か
れ
に

な
る
か
も
知
れ
ぬ
と
武
運
長
久
祈
願
の
た
め
、
豊
川
稲
荷
と
一
宮

砥
賀
神
社
へ
で
か
け
る
。
黒
川
の
中
田
付
近
は
水
で
通
れ
な
い
状

態
で
あ
り
、
入
隊
途
中
の
河
川
に
流
木
や
家
屋
流
失
な
ど
、
そ
の

惨
状
は
目
を
お
お
う
も
の
が
あ
っ
た
が
、
つ
つ
が
な
く
入
隊
す
る

こ
と
が
出
来
た
。

十
日
ほ
ど
の
営
内
生
活
の
の
ち
に
出
動
命
令
が
く
だ
り
列
車
の

人
と
な
る
。
し
か
し
、
ど
こ
へ
行
く
の
か
、
鎧
戸
を
し
め
た
ま
ま

な
の
で
外
部
と
の
接
触
も
出
来
ず
不
安
で
あ
っ
た
。
豊
橋
通
過
の

際
、
出
動
の
件
を
葉
書
で
家
庭
へ
知
ら
せ
た
。

列
車
は
神
戸
へ
着
く
。
雨
の
な
か
、
港
で
積
荷
作
業
を
終
了
し
、




